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2 国立社会保障・人口問題研究所『将来日本の人口推計』各年より作成 

65歳以上高齢者数の変遷（数単位：千万人） 



2040年頃が65歳以上がピーク（万人） 
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（資料）総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口
（平成24年1月推計）より作成 



寿命（期間平均寿命）の伸長とその予測 
男性（歳）、女性（歳） 

4 国立社会保障・人口問題研究所「将来日本の人口推計（各年）より作成 



伸び続ける寿命？ 
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出典：Jim Oeppen and James W.Vaupel （2002）”Is life expectancy approaching its limit?” 
SCIENC E’S COMPASS POLICY FORUM www.sciencemag.org SCIENCE VOL 296 10 MAY 
2002 1029 
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2007年生まれの子どもの半数が到達する年齢(歳） 

（世代生命表 The Human Mortality 

Databasehttp://www.mortality.org/） 

（出典：リンダ・ダラットン、アンドリュー・スコット

（2016）『ライフシフト 100年時代の人生戦略』東

洋経済。より引用） 
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「寿命100年の時代」 

• １：期間平均寿命（期間生命表（一定時期の死亡
率））：人生80年？ 

• 「男性の寿命約80年、女性の寿命は約84年」
（2015年）＝０歳時の余命） 

• 「現在の０歳（2015年生まれ）が65歳（2080年）に
なった時の平均余命は2015年の65歳と同じとい
う前提」 

•  ２：コーホート平均寿命（世代生命表（特定世代
の死亡率））：人生100年？ 

• 「現在の0歳（2015年生まれ）が65歳（2080年）に
なった時の平均余命は2015年の65歳よりも伸び
ているという前提」 
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現役生活と引退期間のバランス(期間平均寿命） 
現役年数・退職年数比率（現役年数（在学中除く）／退職年齢以

降年数）男性、粗い推計） 

出生年 

現
役
年
数
／
退
職
年
数
比
率 
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人生の時間配分 
⇒70歳 
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個人：2.5：1人生を維持するために

仮想引退 年齢（男性） 

  
扶養
率 

高齢者区分年
齢（歳） 

2015
年 

2.26 65 

2025
年 

1.94 68 

2035
年 

1.7 69 

2045
年 

1.39 72 

社会：扶養率を固定化する
ために高齢者年齢区分 

出生年 



国民の意識は？：高齢者は70歳から 
• 内閣府「平成25年度 高齢期に向けた「備え」に関する
意識調査結果」 

• 35-64歳までの男女「何歳から高齢者か？」 
• 全体69.5歳（男性：68.9歳、女性：70歳） 
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・「年齢で管理・区分しない社会」 
• 長い時間をどのように使っていくのか 
• 「教育、就労、引退」の3「ステージ」モデルの社
会経済の仕組みの見直し。 

• 「エイジ」と「ステージ」の関係を見直す。 

• 一斉型社会（入試、就活、退職）や標準化された
社会の仕組み（新卒、年功給、年金支給開始年
齢）の見直し。 

• 年齢で決められるステージ移行タイミング（就
職、退職）から自分で人生は自分でコントロール
する社会へ。 

• 人生におけるより自由な時間配分の意義と効果 
• 変化する家族の関係、地域社会の役割 
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必要になる変化力 

• 長寿社会：より変化と多くのリスクに直面する。 
• 「社会の変化が激しいなかで、不安を感じる」 

• 変化、リスクに対応する「変化力」を身につけ、「新しい
自分」と出会う。 

• 変化力：「健康の維持」のもと、学び続け（学習能力・
好奇心）、社会の変化に対応を続ける力。 

• 人的資本（知識、健康）は陳腐化し、消耗していく。「減
価償却費」を計上し、知識、健康への投資を行う（投
資減税も必要）。 

• 社会政策は、「保障される制度」から「自立を支える仕
組みへ」 

• 「新しい社会政策」：社会保障、労働、教育政策の連
携 
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69歳まで働く社会の効果（定年、年金支給を69歳へ） 
150万人労働力追加 
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万人 



40歳以上の労働者が全体の2/3（67％）を越える。 
年金支給69歳、経済加速ケース 
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加齢による知能はどのように変化するのか 

結晶性知
能 

流動性知
能 

能力 
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16 
Hartshorne, J. K., & Germine, L. T. (2015) 

年齢とともに変化する2種類の知能 



生涯学習への期待 
（「学ぶことそのもの」の効用以外に） 
• １：人生の可能性を広げる。 

• 就労能力（→社会保障制度の持続性の向上）、
社会参加、健康維持 

• ２：政治参加、政治・社会の質を高める 

• 熟議、討議を支える新しい知識の取得とノウハ
ウの理解 

• 多様なネットワークの拡大、世代間交流の推進
（双方の刺激） 

• ３：社会の進歩を支える。 

• 新しい技術の理解と普及 
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定年・年金支給開始年齢の引き上げ 

• １：年金支給開始年齢65歳への到達は、2025年（男
性）、2030年（女性）で決まっているが、それ以上の引き
上げは「封印」されている。 

• ２：国民年金は、60－64歳の期間、加入期間でも受給期
間でもない空白期間がある。（年金改革のオプションⅢ） 

• ３：加入期間の長期化、支給開始年齢の先送り（繰り下
げ効果）が給付水準に与える影響を整理。（45年加入、
47年加入＋67歳、49年加入＋69歳） 

• ４：2030年に「年金支給開始年齢70歳に引き上げ、同時
に労働力率が上昇した」場合、150万人の労働供給が追

加され、マクロ経済スライド期間を短縮させることができ
る。（追加効果） 
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現行水準からの変化率と選択肢（Hケースの場合、基礎年金の低下を回復できない） 
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30％低下 



格差と健康 

• 長寿社会では学習能力、健康の重要性、価値が上昇
する。 

• 「脳機能」の維持と運動 

• 前提としての「格差問題」の克服 

• １：低所得者は長寿を享受できない。（所得と健康） 

• ２：長寿＝長いつらい労働の人生（劣悪な労働条件の
克服,オンディーヌの呪い） 

• ３：増加するストレスの悪影響 

• ４：長寿の人生を活かすための知識の不足 

• ５：人生のスタートラインの重要性（就学前からの生育
環境、非認知能力・健康） 

 
20 



条件整備・機会保障の重要性 

• １：学び続ける意欲・好奇心の確保 
• 非認知能力の向上。 
• 将来の自分のイメージ 
• 成育環境の保障、子どもの貧困対策 
• ２：すべての人への学ぶ機会の保障 
• 場所・ツール：地域、ITの活用、学習材料 
• 時間：長すぎる労働時間の解消 
• 講師・仲間：共に学ぶ仲間の確保 
• 費用：低コスト、助成 
• 情報提供 
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参考資料：世代生命表と期間生命表 

出典：南条（1966） 
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参考資料：知能の定義 
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